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授業科目 

教育課程論 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
学校教育は、児童⽣徒が社会で⽣きていくための⼒を⾝につけさせる重要な役割を果たしている。児童⽣徒が学校へ通う限られた期間

に、どのような内容を教えるのか（教育内容）を決め、どのようにして教え（教育活動）、どのような効果を挙げているのかを確認（教
育評価）し、改善することが現代の学校と教員には求められている。この授業では、このような教授に関わる学校の活動の過程全体を教
育課程として捉え、教育課程をどのように編成していくのかについて学習指導要領を中⼼として理論や歴史的変遷等を取り上げる。な
お、受講者には個⼈及びグループワークでの課題を提⽰するので、課題に対して積極的に取り組むことも必要となる。

授業の目的
この授業では、学習指導要領を中⼼として教育課程の枠組みを理解し、受講者の教育実習での理解に役⽴て、さらには将来教職に就い

た際に⾃ら学校の教育の質を⾼めることができる教育学的教養の習得を目的とする。

学習目標
上記の目的を達成するために、この授業では、以下の学習目標を設定する。

１ 教育課程の構成の要素や類型を理解し、説明できること
２ 教育課程の構造について理解し、説明できること
３ わが国における教育課程の基準である学習指導要領の変遷・内容を理解し、説明できること
４ 現⾏の学習指導要領及び次期学習指導要領の改訂のポイントを理解し、説明できること
５ 実際の指導に反映するために学習指導要領をどのように読み解けば良いのかを理解すること
６ 学校において教育課程を編成するための基本を理解すること
７ 今後求められるカリキュラム・マネジメントについて理解すること
８ 教育評価の⽅法と理論について理解し、説明できること
９ 学校教育を巡って⾏われてきた潜在的カリキュラムや批判的教授学等の議論を理解すること
10 教育課程の意義、編成するための知識を持つ必要性について理解し、説明できること
11 個⼈課題に対して積極的に取り組むこと
12 グループワークでの課題に対して協⼒し合って取り組むことができること

授業計画

使⽤図書

担当教員名
⼩野 まどか

対象学年 2 対象学科 健栄・ スポ・ 看護

開講時期 後期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

○ ○ ○ ○ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 はじめに、教育課程とは ガイダンス ⼩野 まどか

2 学校教育の意義について 講義 ⼩野 まどか

3 教育課程の特質と構造 講義 ⼩野 まどか

4 教育課程に関する法令 講義 ⼩野 まどか

5 教育課程の変遷（１）－明治から⼤正 講義 ⼩野 まどか

6 教育課程の変遷（２）－⼤正から戦前 講義 ⼩野 まどか

7 教育課程の変遷（３）－戦後、経験主義から系統主義へ 講義 ⼩野 まどか

8 教育課程の変遷（４）－「ゆとり」と新学⼒観 講義 ⼩野 まどか

9 教育課程の変遷（５）－「ゆとり教育」と「⽣きる⼒」 講義 ⼩野 まどか

10 現⾏の学習指導要領と次期学習指導要領 講義 ⼩野 まどか

11 教育課程⾏政と教科書、補助教材 講義 ⼩野 まどか

12 教育評価と教員 講義 ⼩野 まどか

13 教育課程経営と教員 講義、グループワーク ⼩野 まどか

14 教育課程の編成 講義、グループワーク ⼩野 まどか

15 まとめ、教育課程の意義 講義 ⼩野 まどか



評価⽅法
授業中の課題への取り組み 60％
期末試験成績 40％
※ただし、出席率が３分の２に満たない受講者は受験資格を失う

履修上の留意点
・授業では教科書を使⽤し板書及びパワーポイントにて⾏うため、教科書は必ず購⼊し、授業内容をノートにまとめるようにすること
・履修にあたっては、⾼等学校卒業程度の近現代史に関する基礎的な知識を有していることが前提となること

オフィスアワー・連絡先 
授業開始時に担当教員より連絡する。 

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 『教育課程論（JSCP
双書NO.4）』

⿊川雅⼦、武井哲
郎、坂⽥仰編著

教育開発
研究所

2016
年

1,944
円

参考書 『学習指導要領』 ⽂部科学省 ⼩学校・中学校・⾼等学校教諭免許取得
希望者のみ。⼊⼿⽅法は授業にて提⽰。

その他の資料


